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１．はじめに 

耐食性，耐久性の高い床版として，図１に示すような

FRP（繊維補強プラスチック）合成床版 1)がすでに開発さ

れ，実用化されている．しかし，この床版を既設床版の

打替えに使用した場合，引抜成形材を使用しているため

断面形状に自由度がなく，既設床版の鉄筋や桁のずれ止

めとの取り合いが問題となってくる．このため，自由度

をもった断面形状を成形（インフュージョン成形）でき，

軽量化が可能な打替え用 FRP 合成床版を開発した 2)．図

２に本床版の概念図を示す．本床版では，橋軸直角方向

に角形鋼管を配置したため，橋軸方向下側に配力鉄筋を

配置できず，引張部材としては FRP 底板のみが有効とな

ることから，橋軸直角方向に設けた型枠パネル間の継手

部が引張強度を負担する必要がある．このため，本稿で

は FRP 継手部の静的載荷試験を行い，FRP 継手の耐荷力

を明らかにした． 

２．FRP 継手部の静的引張試験 

従来構造の FRP 合成床版の継手は，図３

の L50-1 に示す重ね継手（オフセットラッ

プ）を用い，重ね長を 50mm としている。

また，FRP 材料に異方性の大きい引抜成形

材を用いており，継手が弱軸方向となるこ

とから，表１に示すように母材，継手とも

に破壊強度が小さい値となる．このため，

従来床版では，設計上，橋軸方向の FRP 底

板および継手に強度を期待せずＲＣ断面

で設計している． 

一方，打ち替え用 FRP 合成床版では，

底板が引張り強度を負担する必要がある

ため，FRP 底板を等方性材料としている．

FRP 継手は，重ね継手の継手長を長くす

ることで，リベットを２列配置し，接着

面と母材の偏心による曲げモーメントの

影響を小さくした構造(LR50-2)および，
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図１ ＦＲＰ合成床版の概念図 
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図３ 供試体形状  
 

表１ 供試体名と静的破壊荷重 
破壊荷重 破壊強度 弾性係数
(kN) (Mpa) (Gpa)

母材 － 100 16.3 －
L50-1 12.22 24 － 母材屈曲部破壊
母材 － 248 18.8 －

LR50-2 70.95 120 － 添接部滑り，母材屈曲部破壊
TR50-1 88.59 150 － 添接部母材の層間せん断破壊
CR50-1 72.45 123 － 添接部母材の層間せん断破壊

ｲﾝﾌｭｰｼﾞｮﾝ材

引抜材

破壊形式供試体名
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偏心の影響を受けない添接板

形式とした．なお，添接板形

式は，両側に添接板を配置し

た形式(TR50-1)と，片側施工

を可能にするため添接板の片

側を母材と一体化した CR50-1 とした．本試験

における継手構造の試験体名と破壊荷重を表１

に示す．この結果，いずれの継手も母材強度の

半分程度であるものの，引抜き材の重ね継手と

比べ大幅に破壊強度が向上することがわかっ

た．また，支間３ｍの床版における FRP 継手部

に発生する設計強度は 32.2Mpa 程度であり，い

ずれの継手も４倍近い耐荷力を有することがわ

かった． 

３．FRP-RC 合成梁の静的載荷試験 

床版中での FRP 継手部は，床版の曲げ作用を

FRP-RC 合成断面にて負担する構造となる．この

ため，FRP 継手を橋軸方向に取り出した梁供試

体による曲げ試験を実施し，床版中での継手の

耐荷力を調べた．載荷は，支間 800mm の中央に

２点載荷とした．このときの継手形状を図４に，

供試体形状を図５，図６に示す．ここで，Type

Ｃは，リベット間隔による継手性状の違いを調

べるため供試体幅を 300mm としている． 

曲げ試験によるひび割れ状況を図７に，破

壊強度を表２に示す．これらより，TypeＬ継

手は、40kN 程度の荷重から継手付近にひびわ

れが生じ，継手の屈曲部が伸びることでたわ

みが増大している．しかし，破壊荷重は 167kN

と，他の継手と遜色なく TypeＬ継手はコンク

リートが圧壊するまで荷重伝達機能を有す

ることがわかった．TypeＴ,Ｃの継手では，

たわみは小さく FRP継手部ではなくコンクリ

ート部で破壊していることから，十分な耐荷

力を有することがわかった． 

４．まとめ 

 FRP 継手は，FRP-コンクリート合成梁の破壊に

影響を与えないための十分な耐荷力を有していることが分かった．また，継手構造としては，耐荷力の点で

添接板形式が良く，施工性を考慮すると TypeＣ継手が最も良いことがわかった． 
参考文献 1)  望月秀次，花田克彦，石崎茂，久保圭吾，松井繁之：ＦＲＰ合成床版の実橋への適用例と疲労耐

久性評価，土木学会第 1回ＦＲＰ橋梁に関するシンポジウム，pp.65-72,2001. 
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図７ 曲げ試験によるひび割れ状況 

 
表２ 曲げ試験による破壊強度 

破壊荷重 破壊強度 たわみ
(kN) (Mpa) (mm)

Ｌ 167 133 3.14 継手屈曲部
Ｔ 163 147 1.19 ｺﾝｸﾘｰﾄのせん断破壊
Ｃ 221 146 0.55 ｺﾝｸﾘｰﾄの圧壊

破壊形式継手形状
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